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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

     ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

      

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第27期 

第１四半期連結 
累計期間 

第28期 
第１四半期連結 

累計期間 
第27期 

会計期間 
自平成24年１月１日 
至平成24年３月31日 

自平成25年１月１日 
至平成25年３月31日 

自平成24年１月１日 
至平成24年12月31日 

売上高（千円）  5,677,413  5,411,538  20,928,662

経常利益（千円）  116,345  3,328  299,923

四半期（当期）純利益（千円）  72,923  828  133,195

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 91,158  14,702  168,028

純資産額（千円）  1,620,862  1,663,559  1,673,295

総資産額（千円）  7,326,062  7,086,852  7,323,135

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 1,492.04  16.95  2,725.22

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  22.1  23.5  22.8

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。  

  

（1）業績の状況 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済政策への期待や金融政策の効果などを背景に株

高・円安が大きく進行し、堅調な個人消費等により景気は回復基調で推移しました。 

当社グループを取り巻く経営環境は、景気回復局面にあるものの、輸入商品の仕入価格が急激な円安の影響を受

ける等、厳しい状況で推移しました。 

このような状況のもと、当社グループは、需要の掘り起こしを強化すべく、新たな商材の開拓や既存顧客の活性

化に取り組むとともに、輸入商品の仕入価格上昇分の販売価格への転嫁を推し進め、適正利潤の確保に努めてまい

りました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は5,411百万円（前年同期比4.7％減）、営業利益は13百万

円（前年同期比92.3％減）、経常利益は3百万円（前年同期比97.1％減）、四半期純利益は0百万円（前年同期比

98.9％減）となりました。  

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（マーキングサプライ事業） 

マーキングサプライ事業は、主に既存顧客への販売促進強化に努めたものの、売上高は前年同期を下回りまし

た。また、円安による仕入価格上昇に伴い販売価格の見直しを図ったものの、十分な価格転嫁ができなかったこと

等により営業利益は減少いたしました。商品区分別の売上高では、トナーカートリッジ2,784百万円、インクジェッ

トカートリッジ865百万円、ＭＲＯ157百万円、その他売上179百万円となりました。 

以上の結果、当事業における売上高は3,987百万円（前年同期比4.3％減）、営業利益は94百万円（前年同期比

31.9％減）となりました。 

（環境関連事業） 

環境関連事業は、太陽光発電システムの販売が順調に推移し、売上が増加いたしました。 

以上の結果、当事業における売上高は690百万円（前年同期比30.4％増）、営業損失は2百万円（前年同期は営業

損失2百万円）となりました。 

（ファニチャー事業） 

 ファニチャー事業は、輸入家具の売上が好調に推移したものの、急激な円安の影響による仕入価格の上昇に加

え、今後を見据えた事業拡大による費用が増加したこと等により、営業利益は減少いたしました。 

以上の結果、当事業における売上高は278百万円（前年同期比35.7％増）、営業利益は1百万円（前年同期比

95.8％減）となりました。 

（その他の事業） 

 その他の事業は、ファシリティ総合サービスでは大口案件のあった前年に比べて低調に推移したこと、ラベリン

グ用品の販売が減少したこと等により、売上高及び営業利益が前年を大幅に下回ることとなりました。 

以上の結果、当事業における売上高は467百万円（前年同期比40.5％減）、営業損失は0百万円（前年同期は営業

利益79百万円）となりました。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（2）財政状態の分析 

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、商品在庫や売上債権が減少したこと等により、前連結会計

年度末に比べ236百万円減少し、7,086百万円となりました。  

当第１四半期連結会計期間末の負債につきましては、仕入債務が減少したこと等により、前連結会計年度末に比

べ226百万円減少し、5,423百万円となりました。 

また、純資産につきましては、利益剰余金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ9百万円減少し、

1,663百万円となりました。 

   

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

（4）研究開発活動 

該当事項はありません。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  220,000

計  220,000

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成25年３月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年５月15日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  57,319  57,319

大阪証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード） 

単元株制度を採

用していないた

め、単元株式数

はありません。 

計  57,319  57,319 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成25年１月１日～ 

平成25年３月31日 
 －  57,319  －  628,733  －  366,833

（６）【大株主の状況】
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当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

  

①【発行済株式】 

   

②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       8,444 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式      48,875  48,875 － 

単元未満株式 － － － 

発行済株式総数  57,319 － － 

総株主の議決権 －  48,875 － 

  平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

ハイブリッド・サービス

株式会社 

東京都中央区 

新川１丁目３－17 
 8,444  －  8,444  14.73

計 －  8,444  －  8,444  14.73

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平

成25年３月31日）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,329,977 2,307,193

受取手形及び売掛金 3,260,698 3,203,046

商品 1,125,649 955,075

その他 236,340 256,416

貸倒引当金 △7,520 △9,000

流動資産合計 6,945,147 6,712,731

固定資産   

有形固定資産 29,439 29,085

無形固定資産 8,109 7,303

投資その他の資産   

投資有価証券 54,268 56,249

その他 352,834 348,146

貸倒引当金 △66,663 △66,663

投資その他の資産合計 340,439 337,732

固定資産合計 377,988 374,121

資産合計 7,323,135 7,086,852

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,529,436 2,280,896

短期借入金 2,110,000 2,110,000

1年内返済予定の長期借入金 436,800 453,700

未払法人税等 5,539 8,573

賞与引当金 2,881 17,408

その他 138,410 165,144

流動負債合計 5,223,066 5,035,724

固定負債   

長期借入金 368,200 327,000

退職給付引当金 41,898 43,386

その他 16,675 17,182

固定負債合計 426,774 387,568

負債合計 5,649,840 5,423,292

純資産の部   

株主資本   

資本金 628,733 628,733

資本剰余金 366,833 366,833

利益剰余金 1,147,138 1,123,529

自己株式 △475,010 △475,010

株主資本合計 1,667,694 1,644,085

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △856 412

繰延ヘッジ損益 2,018 2,040

為替換算調整勘定 4,438 17,021

その他の包括利益累計額合計 5,600 19,473

純資産合計 1,673,295 1,663,559

負債純資産合計 7,323,135 7,086,852
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 5,677,413 5,411,538

売上原価 5,109,778 5,001,169

売上総利益 567,635 410,368

販売費及び一般管理費 396,081 397,237

営業利益 171,553 13,130

営業外収益   

受取利息 957 1,381

受取配当金 4 －

仕入割引 1,141 988

保険返戻金 － 1,337

その他 643 557

営業外収益合計 2,746 4,264

営業外費用   

支払利息 9,878 8,530

為替差損 8,254 5,029

貸倒引当金繰入額 39,320 －

その他 501 505

営業外費用合計 57,954 14,066

経常利益 116,345 3,328

特別損失   

固定資産除却損 175 13

特別損失合計 175 13

税金等調整前四半期純利益 116,170 3,315

法人税、住民税及び事業税 5,950 5,164

法人税等調整額 37,296 △2,677

法人税等合計 43,247 2,487

少数株主損益調整前四半期純利益 72,923 828

四半期純利益 72,923 828
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 72,923 828

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 886 1,268

繰延ヘッジ損益 11,753 21

為替換算調整勘定 5,594 12,583

その他の包括利益合計 18,235 13,873

四半期包括利益 91,158 14,702

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 91,158 14,702
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   該当事項はありません。  

   

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。  

   

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日） 

配当金支払額  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日） 

配当金支払額  

  

【継続企業の前提に関する事項】

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   
前第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年３月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成25年１月１日 
至  平成25年３月31日） 

減価償却費 千円 1,708 千円 2,594

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年２月13日 

取締役会 
普通株式  24,437  500 平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年２月８日 

取締役会 
普通株式  24,437  500 平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファシリティ関連事業及

びラベリング事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△76,777千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△76,777千円が含まれております。その主なものは報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門等

にかかる費用であります。 

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファシリティ関連事業及

びラベリング事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△79,456千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△78,221千円が含まれております。その主なものは報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門等

にかかる費用であります。 

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

  

マーキング

サプライ 
事業 

環境関連事

業 
ファニチャ

ー事業 
計

売上高           

外部顧客への 

売上高 
 4,160,126  530,017  205,007  4,895,151  782,262  5,677,413  －  5,677,413

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 5,677  －  －  5,677  2,599  8,277  △8,277  －

計  4,165,804  530,017  205,007  4,900,829  784,862  5,685,691  △8,277  5,677,413

セグメント利益 

又は損失（△） 
 139,191  △2,284  32,166  169,073  79,257  248,331  △76,777  171,553

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

  

マーキング

サプライ 
事業 

環境関連事

業 
ファニチャ

ー事業 
計

売上高           

外部顧客への 

売上高 
 3,980,657  690,945  278,201  4,949,803  461,734  5,411,538  －  5,411,538

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 6,388  －  －  6,388  5,293  11,681  △11,681  －

計  3,987,045  690,945  278,201  4,956,192  467,028  5,423,220  △11,681  5,411,538

セグメント利益 

又は損失（△） 
 94,845  △2,723  1,345  93,467  △880  92,586  △79,456  13,130
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２．報告セグメントの変更等に関する事項  

   当第１四半期連結会計期間から、報告セグメントとして区分していた「ファシリティ関連事業」は、量

的重要性が減少したため、「その他」に含めております。 

     なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。 

     

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。  

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

   

  

（剰余金の配当） 

平成25年２月８日開催の取締役会において、平成24年12月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、剰余金の配当（期末）を行なうことを次のとおり決議しました。 

①配当財産の種類及び帳簿価額の総額  金銭による配当 総額 24,437千円 

②株主に対する配当財産の割当てに関する事項      １株当たり500円 

③当該剰余金の配当がその効力を生ずる日        平成25年３月29日 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年１月１日 
至 平成24年３月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年１月１日 
至 平成25年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 1,492 4 円 銭 16 95

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  72,923  828

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  72,923  828

普通株式の期中平均株式数（株）  48,875  48,875

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハイブリッド・

サービス株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年１

月１日から平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハイブリッド・サービス株式会社及び連結子会社の平成25年３月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年５月14日

ハイブリッド・サービス株式会社 

取締役会 御中 

三優監査法人 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士 杉田  純  印 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士 山本 公太  印 

  業務執行社員   公認会計士 抜水 信博  印 

 （注）１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  

  

【表紙】

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年５月15日 

【会社名】 ハイブリッド・サービス株式会社 

【英訳名】 HYBRID SERVICE CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 片野 純夫 

【最高財務責任者の役職氏名】 － 

【本店の所在の場所】 東京都中央区新川一丁目３番17号 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 



 当社代表取締役社長 片野純夫は、当社の第28期第１四半期（自平成25年１月１日 至平成25年３月31日）の四半

期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

  

 特記すべき事項はありません。 

  

  

１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２【特記事項】


